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１ 今年度の事業への取組について 

  柴田町教育委員会では、平成 23年度から実施してきた「柴田町協働教育プラットフォーム事業」

を引き継ぎ、家庭・地域・学校の協働による教育活動を通じた家庭・地域の教育力の向上や学校教

育の充実、子供たちの健全育成や地域住民の自己実現と社会参画の推進を目的とした「柴田町協働

教育推進事業（地域学校協働活動推進事業）」を実施している。 

 

２ 地域学校協働本部について 

平成 26 年度から設置している柴田町協働教育推進委員会を、平成 29年度から地域学校協働本部

と位置付けし、委嘱された推進委員が年 2回、事業の方向性や現状、課題等を共有している。また、

平成 26 年度からコーディネーターを配置。平成 30年度からは経験豊かな地域コーディネーターを

統括コーディネーターに委嘱し、令和元年度からは地域学校協働活動推進員として、統括コーディ

ネーターと地域コーディネーターによるコーディネート体制の組織化を実現。学校並びにボランテ

ィアがともに目的を共有できるよう工夫し、両者の負担を軽減した結果、地域学習や地域貢献活動

等、子供たちが地域の「もの・こと」と関わる活動まで広がりを見せている。 

 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援活動 

事 業 名 内    容 備    考 

子育て親育ち講座・ 

子育て親育ち思春

期講座 

柴田町家庭教育支援チームとの協働により「子

育て親育ち講座」「子育て親育ち思春期講座」

を開催していたが、チームの人員減少や高齢化

等の事情により、今後の実施が困難な状況とな

ったため、入学説明会等の機会に家庭教育に関

するチラシを配布し、家庭教育に関する啓発活

動を行った。 

◆対象 

・小学校新入学 

町内 6小学校 

・中学校新入学 

町内 3中学校・1小学校 

親のみちしるべ 

出前講座 

宮城県版親の学びのプログラム「親のみちしる

べ」を活用し、子育て中の親同士等が交流を 

図りながら親自身の気付きや子育てについて

学び合うための出前講座を開催。 

町内で活動する子育てサ

ークルより 1件申請 

男性向け家庭教育

講座 

父子のふれあいや父親の積極的な育児参加を

促すとともに、父親同士の交流を深めながら 

子育てについて楽しく学ぶことをテーマと 

した講座を開催。 

①夏休み親子工作教室 

 講師：なないろあとりえ 藤原久美氏 

②テーマ：親子でクッキング 

講師：山田悦子氏 

③親子みそづくり体験 

 講師：農事組合法人 下名生ファーム 

◆参加者 

①親子 14人 

②親子 14人 

③親子 24人 

柴 田 町 の 地 域 学 校 協 働 活 動 
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親のみちしるべで

柴田町家庭教育支

援チーム研修会 

町内で活動する子育てサポーター「すきっぷ」

に対し、宮城県版親の学びのプログラム「親の

みちしるべ」の基本的なファシリテートの仕方

について研修会を開催。 

◆講師 

・県家庭教育支援チーム 協議委員 

中保 良子 氏 

◆対象 

子育てサポーターすきっ

ぷ 

「子育て支援ネッ

トワーク協議会」を

通じた連携と情報

交換の強化 

子育て支援に関する事業の企画・立案や柴田

町子育てサポーターの養成・派遣、関係機関 

・施設間の連絡・連携体制の強化を図ることを

目的に年 3回開催。 

◆事務局：子育て支援センター 

構成員 13 名（子ども家庭

課、健康推進課、生涯学習

課、幼稚園、保育所、児童

館、社会福祉協議会、子育

てサポーター、子育て支援

センター（事務局）） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域活動 

事 業 名 内    容 備    考 

柴田町子ども 

フェスティバルの開催 

子ども会育成会連絡協議会、柴田町教育委

員会の共催事業。子供が一堂に会し、地区

子ども会等が設けた遊びのコーナーで様々

な体験をする。異年齢集団や異世代間、親

子の交流の場を提供する。 

【来場者 252 人】 

ジュニア・リーダーの

育成 

子ども会活動の活性化、次世代のリーダー

を育成。初級研修会・町技術研修会の実施。

中級・上級研修会への参加。子ども会活動、

子どもフェスティバルへの派遣。姉妹・歴

史友好都市シニアリーダー研修・交流会の

実施。定例会・自主企画イベントの開催。 

・在籍数： 

高校生 3 名、 

中学生 6 名 計 9名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【親のみしちるべ出前講座】           【親子でクッキング】 

【ジュニア・リーダー自主研修会】         【子どもフェスティバル】  
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（３）学校支援活動 

事 業 名 内    容 備    考 

しばたっ子応援団（学校

支援ボランティア）の 

派遣 

学校の支援要請に応じて「しばたっ子応援団

（学校支援ボランティア）」を派遣する。 

この活動は、地域と学校が連携・協働して、

幅広い地域住民の参画により、地域全体で未

来を担う子供たちの成長を支え、地域の人と

人とのつながりをつくることを目的として

いる。 

・登録者数（1月現在） 

個人 55名、任意団体23

団体（164 名）、事業所等

59 事業所 計 219名（延

べ人数） 

 

キャリア教育支援 

 

①職場体験学習受入 

事業所等と学校との

連絡調整 

 

②キャリアセミナー（職

業人の話を聞く会）の

開催 

町内中学校が推進する「志教育」、「進路指 

導・キャリア教育」等の教育活動を教育委 

員会や地域が支援する体制を整備し、学校 

教育の充実を図る。 

①町内 3 中学校の職場体験学習の実施にあ

たり、学校支援活動事務局（生涯学習課）

が窓口となり、町内の事業所等に職場体験

学習の受入依頼、連絡調整を行う。 

②学校、教育委員会との協働により、町内外

の様々な職業人との車座によるふれあい

や講話を通し、進路に関する意識を高め、

今の学校生活が将来の生活に結びついて

いることを確認する機会をつくる。 

①職場体験受入事業所数 

56 事業所 

 

②キャリアセミナー 

参加講師数 

・船岡中 1学年：21 名 

・槻木中 1学年：17 名 

・船迫中 1学年：13 名 

協働教育推進委員会（地

域学校協働本部）の開催 

平成 26 年 4 月より設置。年 2 回開催。地域

学校協働本部として、協働による教育活動を

通じ家庭・地域の教育力の向上を図るととも

に、学校教育の充実や子供たちの健全育成、

住民の生きがいや、やりがいづくりを推進す

る。また、委員相互の連携を深めながら情報

を共有し、より良い地域学校協働活動推進の

ために資質の向上を図る。 

第 1回 6 月 24 日開催 

第 2回 2 月 24 日予定 

校長会担当校長、町内小

中学校地域連携担当教

諭、教育委員会各課・生涯

学習施設職員、しばたっ

子応援団員、生涯学習課

職員（事務局）の計 27 名

で構成 

しばたっ子応援団(学校

支援ボランティア) 

研修会 

地域と学校が連携・協働した教育活動の充実

に向け、学校のニーズに合った活動のボラン

ティアの役割を再確認する。また、学校とボ

ランティアの交流・情報交換を通じ、協働す

ることの有効性の共通理解を高め、地域全体

で子供たちの健全育成を図る。 

①7月 30 日 

参加 29 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

【しばたっ子応援団の派遣】     【キャリアセミナー】     【しばたっ子応援団研修会】 
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４ 成果と課題 

（１）成果 

①家庭教育支援活動 

 ・家庭教育支援チームとして登録している子育てサポーター“すきっぷ”の会員減少等の影響もあ

り、全校で開催していた「子育て・親育ち講座」及び「子育て・親育ち思春期講座」を開催する

ことができなかった。講座の代わりに、入学説明会等で家庭教育の啓発チラシを配布した。 

②地域活動 

  ・ジュニア・リーダーの派遣依頼を多くいただき、少しずつ活躍の場が増えた。初級研修会につい

ては、今年度初めて亘理町・山元町と合同で行う予定。また、研修会や活動等を通し、ジュニア・

リーダーの資質向上を図ることができた。 

  ・今年度も教育委員会と子ども会育成会が協力し、柴田町子どもフェスティバルを開催した。参加

した子供たちは、様々な遊びを通じて人と関わることを学び、地域の垣根を越えた子供同士の交

流を図ることができた。 

③学校支援活動 

・学校からの相談により各学校の特色がある学校支援活動が行われた。また、地域学校協働活動を

実施するにあたり、目の前の活動に取り組むだけでなく、活動のねらいを重視した、地域と学校

が連携・協働する姿が多く見られた。さらに、他の学校で実施している活動を自分の学校でも取

り入れるといった横のつながりをつくってきた成果が見られ、地域学校協働活動の推進体制の強

化が形となってきていると感じた。 

 

（２）課題 

関わっていただいているボランティアの高齢化による担い手不足などの課題はあるが、ボランテ

ィア同士の横のつながりから、新しい協力者も増えている。事業所のしばたっ子応援団員を増やす

ことで、今後も継続して地域学校協働活動を実施し、児童・生徒に切れ目なく、安定した学習の機

会を提供することができるように、関係機関と協議・連携し、事業展開を図る。 



 

 

○市町名  柴田町 

○学校名  柴田町立船迫小学校 

○期 日  令和７年１２月９日（火） 

○内 容  音楽科（第１・２学年）  

「ドラムサークル活動」  

      ・さまざまな楽器との触れ合いや、 

友達とリズムを合わせること 

を通して、リズムに乗る楽しさ 

や一体感を感じ、音楽をより身 

近に感じられるようにする。 

○講 師   

ワクワクドラムサークル代表 山澤 裕子 氏           

○指導補助  

佐山 京子 氏 

 

○児童の声 

・楽器に番号がついていて、ドレミが分かりま 

した。チューリップの曲を演奏してみたら、 

とてもきれいな音が出て、楽しくなりました。                         

（１年生） 

・楽器の音を聴いて、動物の声を当てるクイズ  

がありました。楽器がたくさんあって、いろ  

いろな音が出て、楽しかったです。 

（１年生） 

・ 

・いろいろな楽器をさわらせてもらいました。 

その中でも、マラカスのシャカシャカという  

音が気に入りました。     （１年生） 

・いっぱい楽器があって、すごいなあと思いま  

した。私は、カシシという楽器が好きになり  

ました。           （１年生） 

・明るい音が、たくさんありました。明るい音 

を聞くと、とても元気になりました。 

（１年生） 

・見たことのない楽器、使ったことのない楽 

器がたくさんあり、びっくりしました。いろ

いろな楽器をさわることができて、うれしか

ったです。          （２年生） 

・いろいろな曲に合わせて音を出すのが、とて  

も楽しかったです。僕が走るとみんなが音を  

出し、僕が止まると音をストップさせるゲー 

ムがおもしろかったです。走るのは、疲れま 

した。             （２年生） 

柴田町 柴田町立船迫小学校(音楽科)「ドラムサークル活動」 



・前に少しだけマラカスを使ったことがあり、

その時に、マラカスの音が好きになりました。

今日もマラカスがあったので、音を出してみ

ました。やっぱり、いい音だなあと思いまし

た。              （２年生） 

・アサラトという楽器を、初めて触りました。 

とてもきれいな音が出る楽器で、とてもうれ 

しくなりました。        （２年生） 

・音楽に合わせて、音を出すのがおもしろかっ  

たです。みんな持っている楽器が違うので、  

いろいろな音が合わさった時は、もっとおも  

しろかったです。       （２年生） 

 

○講師から 

 ・１年生は、ファシリテーターの足踏みに合

わせて、リズムを打つ活動が楽しそうで、

１年生に合った活動だったと思います。先

生から指名されて、みんなの前で足踏みの

動きをした男の子は、とても上手に活動し

ていました。２年生は、１組と２組に分か

れて、トン・シャカシャカの４拍子を打つ

と、「あっ、４拍子だ」と、うれしそうに言

っていたのが、とても印象的でした。音楽

の時間に学習したことを、リズムを打つこ

とで実感したのだと思います。 

○教職員の声 

・子供たちも笑顔で楽しそうに活動していまし 

た。触れたことがない楽器がたくさんあり、 

興味津々でした。是非、来年度もお願いした 

いです。ありがとうございました。 

・私自身も、初めて見る楽器ばかりで、子供た 

ちにとっては、本当に貴重な体験ができたと 

思います。中でも、時期的にも、子供たちが 

ワクワクできそうな曲（あわてんぼうのサン 

タクロース）に合わせて、自由に演奏してい 

た所は、子供たちの姿や目が生き生きとして 

いました。ありがとうございました。 

・なかなか体験できない楽器を、子供たちが自 

由に演奏することができ、貴重な活動ができ 

ました。ありがとうございました。 

 

 

○教育事務所から 

 多彩な楽器に触れ、音の重なりを全身で楽し

む姿が印象的です。低学年らしく直感的にリズ

ムを捉え、仲間と一体感を味わう経験は、音楽

への興味を広げる貴重な機会となっていまし

た。また、既習事項と体験が結び付くことで、

子供たちの学びがより深くなることを感じま

した。 
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